
 

 

 

202２年３月９日 

                       株式会社建通新聞社 

 

未来のまちづくりや、建設業の役割を画像・動画で伝えるサイト 

『人と建設と未来ラボ』オープン！ 

 

建設専門紙を発行する株式会社建通新聞社（本社：東京都港区、代表取締役社長：片

方賢也）は、未来のまちづくりや、建設業の果たす役割を動画や画像などで伝えるサイ

ト『人と建設と未来ラボ』を３月９日にオープンしました。「未来って、建設現場でつ

くるんだ」をテーマに、全国各地の注目プロジェクトをピックアップ。建設現場に導入

されている最新のテクノロジーや、災害時に建設業が活躍する様子もご覧いただけます。 

 

「人と建設と未来ラボ」は、当社が進める社会貢献活動の一環です。処遇改善、担

い手確保といった課題に向き合う建設業の未来を応援していきます。コンテンツは、

次代を担う中学生、高校生に分かりやすい内容としました。 

 

また、サイト作成に当たっては、自治体や建設企業、建設関連団体をはじめとする

皆さまにご協力いただきました。当社は、本サイトのオープンを皮切りに、若年層に

対する教育啓発事業をさらに展開していく予定です。 

 

【人と建設と未来ラボ】 https://mirai.kentsu.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社建通新聞社 「人と建設と未来ラボ」運営事務局 

TEL 03-5425-2070 



 

 

【主なコンテンツ】 

 

 

新しい建物や道路・鉄道、人々が関心を寄せる一大プロ

ジェクトなどを紹介します。 

※東京五輪後のまちづくり、Ｗｏｖｅｎ Ｃｉｔｙ、 

リニア中央新幹線、大阪・関西万博など 

「未来のまちをつくる」 

建設現場で活躍する高性能な建設機械や最新技術を紹

介します。 

※ドローン、ＶＲ（バーチャル・リアリティ）、ＩＣＴ

建機、ＢＩＭ／ＣＩＭなど 

自然災害が発生したときに、いち早く現場に

駆け付ける建設業。近年発生した災害と、応

急・復旧作業に従事する建設業の姿を紹介し

ます。 

※熱海市土石流災害、西日本豪雨など 

明治から昭和初期にかけて建設された重要文

化財など、今なお、立派にその役割を果たす歴

史的なインフラを紹介します。 

※東京駅、大阪府立中之島図書館など 

「テクノロジーで世界をかえる」 

「日本のレガシーをのこす」 

「災害から地域をまもる」 


